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Hernia Week 2020 Tokyo

ライブ配信 日程表
11月3日火

08:45-08:50 開会式
9:00

08:50-10:50

シンポジウム 1
『医学生・研修医に対する 

ヘルニア教育の実態とあるべき姿は』

座長：植野 望・蜂谷 裕之

09:00-09:48

主題関連演題1
『VS2関連演題』

座長：大坪 毅人

09:00-10:30

ビデオシンポジウム 1
『発生部位別に考える、腹壁ヘルニア 

手術のベストプラクティス  
－ここのヘルニアだから 
この方法を選んだ』

座長：川村 英伸・本田 善子
10:00

10:00-11:30

ビデオシンポジウム 2
『再発鼠径部ヘルニア症例の 

ベストプラクティス  
－だから私はこの方法を選んだ』

座長：和田 則仁

10:40-11:50

シンポジウム 2
『鼠径部ヘルニア症例登録制度の 

可能性を探る 
－NCD全国登録 vs. 専門医限定登録』

座長：宮崎 恭介・嶋田 元

11:00
11:00-11:50

ワークショップ 1
『鼠径部解剖のポイント －エキスパート
と語る「まずここから覚えよう！」』

講師：朝蔭 直樹

12:00
12:00-12:50　　　ランチョンセミナー 1
『ラパヘルにおける私のこだわり』

座長：宮崎 恭介
演者：進 誠也・池田 義博
共催：株式会社メディコン

12:00-12:50　　　ランチョンセミナー 2
『ロボット支援下ヘルニア手術  
－当院における取組と今後の展望－』

座長：宇山 一朗　演者：嶋田 元
共催：インテュイティブサージカル合同会社

12:00-12:50　　　ランチョンセミナー 3
『みんなで考えよう！ラパロとリヒテン
シュタイン法の共存 －日本における 
テーラーメイド治療の幕開け－』
座長：早川 哲史　演者：江口 徹

共催：コヴィディエンジャパン株式会社

13:00
13:00-14:10

シンポジウム 3
『Evidence from Japanを発信していこう 
－どうすれば比較試験はできるのか』

座長：諏訪 勝仁・長久 吉雄

13:00-13:20 冲永賞受賞講演
座長：宋 圭男　演者：田崎 達也

13:00-13:40

支部推薦演題1
座長：荻野 信夫・江口 徹

13:30-14:00　特別ゲスト講演会
『日本の素晴らしさを知って下さい』

司会：磯部 らん（文筆家）
演者：マンリオ＝カデロ閣下14:00

13:50-14:30

支部推薦演題2
座長：窪田 晃治・宮木 祐一郎

14:20-15:40

シンポジウム 5
『女性外科医の役割を探る  

－ヘルニアこそ女性外科医の活躍の場』

座長：川原田 陽・金平 文

14:20-15:40

ビデオシンポジウム 3
『腹腔鏡下鼠径部ヘルニア手術は 

どう進化する？ 
－ロボットか，3Dか，4K/8Kか』

座長：松原 猛人・早川 哲史

14:40-15:15 
支部推薦演題3

座長：高山 祐一・十川 康弘15:00

15:25-16:00
支部推薦演題4

座長：谷岡 利朗・鶴間 哲弘
16:00

15:50-17:10

パネルディスカッション 1
『女性鼠径ヘルニアの至適治療法を 

考える －神経はどうする?  
メッシュの適応は？ 術後の妊娠は？』

座長：亀井 奈津子

15:50-17:00
ワークショップ 2

『若手に多くの術式を伝授する 
にはどうしたら良いのか  
－自分が得意としない術式を 

どう教える？』
座長：多賀谷 信美・横山 隆秀

16:10-16:45
支部推薦演題5

座長：吉岡 慎一・大坪 毅人

17:00


